
８
月
31
日
（
日
）
に
今
年
の

「
暑
気
払
い
＆
誕
生
会
」
を
「
弥

十
郎
自
治
会
館
」
で
お
こ
な
い
ま

し
た
。
今
年
の
猛
暑
は
異
常
で
す
。

エ
ア
コ
ン
は
毎
日
つ
け
っ
ぱ
な

し
で
す
。
越
谷
は
８
月
に
な
っ
て

も
雨
が
な
か
な
か
降
ら
ず
家
庭
菜

園
を
や
っ
て
い
る
も
の
に
と
っ
て

は
、
人
間
も
参
っ
て
い
ま
す
が
、

水
や
り
を
し
な
い
と
野
菜
も
か
わ

い
そ
う
で
す
。
８
月
の
最
後
も
地

域
に
よ
っ
て
は
40
度
近
い
猛
暑
が

観
測
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
暑
気
払
い
と
い
え
ば
、

や
は
り
ソ
ー
メ
ン
で
す
。

役
員
は
９
時
半
に
10
人
が
弥
十

郎
自
治
会
館
に
集
ま
り
、
会
場
の

用
意
、
ソ
ー
メ
ン
等
調
理
の
担
当

者
、
食
材
、
飲
み
物
、
誕
生
花
、

イ
ベ
ン
ト
の
賞
品
な
ど
を
購
入
す

る
担
当
者
、
バ
ス
停
で
の
道
案
内

の
担
当
者
を
決
め
ま
し
た
。

準

備
を
し
て
い
た
だ
い
た
役
員
の
方
々
、

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
11
時

半
頃
か
ら
参

加
者
が
集
ま

り
は
じ
め
ま

し
た
。
12
時

に
暑
気
払
い

の
開
始
。

参
加
者
は

27
名
、
工
藤

秀
次
市
議
が

息
子
さ
ん
を
連
れ
て
参
加
、
挨
拶

を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は

初
め
て
に
な
り
ま
す
が
福
田
晃
越

谷
市
長
が
挨
拶
に
見
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
質
問
の
コ
ー
ナ
ー
で

ゴ
ミ
置
き
場
の
件
や
、
地
域
交
通

の
件
に
３
名
の
方
か
ら
質
問
が
あ

り
、
市
長
か
ら
返
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

宇
佐
美
県
本
部
委
員
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
、
冷
え
た
ビ
ー
ル
で
乾

杯

し

、
て
ん
ぷ
ら
を
の
せ
た
ソ
ー

メ
ン
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
い

し
か
っ
た
で
す
。
調
理
を
担
当
し

て
い
た
だ
い
た
役
員
の
方
々
ご
苦

労
様
で
し
た
。

食
事
が
あ
る
程
度
進
ん
だ
と
こ

ろ
で
、
参
加
者
か
ら
自
己
紹
介
を

兼
ね
た
近

況
報
告
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。

近
況
報
告

の
後
、
吉

田
正
美
さ
ん
の
コ
カ
リ
ナ
の
伴
奏
、

宮
下
さ
ん
の
歌
唱
指
導
で
昔
懐
か

し
い
歌
を
何
曲
か
合
唱
し
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
以
前
の
ジ
ャ

ン
ケ
ン
大
会
に
代
わ
り
、
参
加
者

に
配
っ
た
数
字
が
記
さ
れ
た
半
券

に
支
部
長
が
引
い
た
半
券
の
数
字

が
あ
た
っ
た
人
に
賞
品
を
差
し
上

げ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
賞
品
は

５
０
０
円
の
ク
オ
カ
ー
ド
10
枚
で

す
。
そ
の
ほ
か
参
加
者
が
持
ち
寄
っ

た
品
物
を
欲
し
い
人
に
渡
し
、
６
、

７
，
８
月
生
ま
れ
の
方
６
人
に
誕

生
花
を
贈
り
（
写
真
参
照
）
、
誕

生
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

次
回
は
「
い
も
煮
会
＆
誕
生
会
」

で
11
月
５
日
（
水
）
の
予
定
で
す
。

（
五
十
嵐
）
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＜年金受給日宣伝＞ １０月１５日（水） 南越谷駅頭 １０：３０～１１：３０

年
金
訴
訟
に
勝
つ
条
件
は

２０２５年

３２８号

９月１７日（水）

全
日
本
年
金
者
組
合
は
、
日
本
国
憲
法
（
第
25

条
第
１
項
【
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な

最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。
】
）

の
観
点
で
年
金
訴
訟
を
し
て
き
た
。

し
か
し
、
企
業
で
給
与
減
は
、
企
業
倒
産
の
懸

念
が
あ
る
な
ら
、
法
的
に
容
認
さ
れ
る
。

司
法
は
、
「
な
い
袖
は
、
振
れ
な
い
。
」
に
抗

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
２
０
２
８
年
に
は
、
従
来
、

生
涯
給
付
だ
っ
た
「
遺
族
年
金
ま
で
が
５
年
ま
で
」

に
な
る
。

し
か
し
、
自
国
通
貨
の
あ
る
通
貨
制
度
で
は
、

「
国
債
発
行
で
通
貨
量
を
増
加
」
で
き
る
し
、
大

半
の
通
貨
は
、
数
値
（
印
字
や
電
子
信
号
）
で
あ

り
、
通
貨
を
増
や
し
て
も
、
モ
ノ
の
あ
ふ
れ
た
日

本
で
は
、
開
発
途
上
国
の
よ
う
な
便
乗
値
上
げ
に

よ
る
質
の
悪
い
イ
ン
フ
レ
は
、
起
き
な
い
。

政
府
の
帳
簿
内
の
数
値
変
更
だ
け
で
、
国
民
に

負
担
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
政
府
借
金
は
、
政
府
が

返
済
で
き
る
か
ら
だ
。

逆
に
言
え
ば
、
政
府
の
多
額
の
債
務
は
、
実
務

に
弱
い
日
本
の
経
済
学
者
と
政
府
職
員
の
不
作
為

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

２
０
１
９
年
、
消
費
税
率
を
10
%
に
上
げ
た
後
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
専
務
理
事
ゲ
オ
ル
ゲ
ー
バ
は
、
当
然
の
よ

う
な
顔
で
、
さ
ら
な
る
消
費
増
税
を
提
言
し
た
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
も
、
多
数
の
財
務
省
職
員
が
出
向
し
て

い
る
か
ら
だ
。

17
世
紀
以
降
、
米
国
の
植
民
地
化
を
め
ぐ
る
戦

争
を
抑
制
す
る
た
め
、
英
国
王
に
債
務
額
を
見
せ

る
た
め
の
金
融
制
度
が
世
界
の
標
準
と
な
っ
た
が
、

日
本
財
務
省
は
、
増
税
を
目
的
と
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
よ
る
財
政
法
を
、
不
当
に
拡
大
解
釈
し
て
き
た
。

国
内
の
経
済
学
や
財
政
学
は
、
財
政
規
律
を
絶

対
条
件
で
あ
る
か
の
よ
う
に
説
明
し
て
き
た
。

し
か
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
他
の
金
融
業
者
と
同
様

に
「
債
務
の
罠
」
で
国
々
の
経
済
困
難
を
、
さ
ら

に
困
難
な
ら
し
め
、
影
響
力
を
強
め
て
き
た
こ
と

は
、
歴
史
の
皮
肉
で
あ
る
。

（
渡
邊
穰
二
）

弥
十
郎
自
治
会
館
に
て
「
暑
気
払
い
＆
誕
生
会

」

暑
気
払
い
と
い
え
ば
、
ソ
ー
メ
ン

（左から）
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